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アメリカ教育学会 第37回大会プログラム 

 

 

Japan Association of American Educational Studies 

The 37th Annual Conference 

 

 

日時：2025年10月25日（土） 

場所：日本大学理工学部 

主催：アメリカ教育学会 

 

 

大会ホームページ：https://jaaes37th.com/ 

大会連絡先：jaaes2025NUcst@gmail.com  

 

https://jaaes37th.com/
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【大会日程】 

2025年10月24日（金）理事会  ※理事に別途連絡致します。 

  2025年10月25日（土）第37回学会大会 

   

タイムスケジュール 

9：30～ 大会受付 タワースコラ4階 

10：00～12：20 

自由研究発表Ⅰ（タワースコラ４階S404教室） 

自由研究発表Ⅱ（タワースコラ４階S402教室） 

自由研究発表Ⅲ（タワースコラ４階S306教室） 

12：20～13：10 
昼食休憩 

＊シンポジウム関係者打ち合わせ （3階S306教室） 

13：10～14：00 総会 ＊ハイフレックス（Zoom） 

14：15～16：45 
公開シンポジウム（タワースコラ４階S404教室） 

   ＊ハイフレックス（Zoom） 

17：00～18：00 情報交換会（タワースコラS1201教室） 

 

 

【大会参加要領】 

１．Peatixでの参加申し込みのお願い 

・大会参加・情報交換会への参加予定の方は、10月19日（日）までにPeatixを使用

して参加申し込みとともに大会参加費の支払いをお願いします。 

➡https://jaaes2025.peatix.com/view 

・参加申し込みをされた方に、大会の数日前に発表要旨集（PDF版）のダウンロード

について、メールおよびPeatixにて連絡します。 

・総会及びシンポジウムのZoom情報については、発表要旨集と学会メーリングリス

ト（メール）にてお知らせします。 

・当日参加、お支払いも可能ですが、できるだけ事前申し込みをお願い致します。 

 

 

2. 受付 

・10月25日（土）9：30 から タワースコラ4階S404教室前で行います。階段かエレ

ベーターにて4階にお越しください。 

 

 

3. 大会参加費（『発表要旨集』代を含む） 

・一般会員・臨時会員：2,000 円 

・学生（大学院生含む）会員：1,000円 
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4. 情報交換会 

・参加費：1,500 円（税込） ※会場にてお支払いをお願い致します。 

・軽食のみです。アルコール類は提供しません。 

 

 

5．学会費（大会受付とは別に、学会の臨時受付机を設置します） 

・会員で会費未納の方は、年会費（正会員 6,000 円、学生会員 5,000 円［不課

税］）を納めてください。 

・当日、新規入会をご希望の方は、入会申込書にご記入のうえ、入会金 1,000 円

（不課税）を添えてお申し込みください。 

 

 

6．昼食 

・御茶ノ水駅近くに飲食店がございますので、そちらをご利用ください。 

 

 

7．インターネット接続 

・会場でのインターネット接続は、eduroamを使用できます。御自身の御所属先の手

続きに従ってご使用ください。大会準備委員会では、eduroam接続等のテクニカル

な対応は致しかねます。 

・eduroamのアカウントをご使用になれない場合は、受付にてeduroamの臨時アカウン

トをお知らせいたします。受付にてお申し付けください。 

 

 

 

【自由研究発表要領】 

・発表時間：発表 20 分・質疑 5 分（計 25 分） 

・発表に必要な資料は、各自 25 部ご用意いただき、大会当日にご持参ください。 

・発表会場には、プロジェクター、スクリーン／モニターが常設されています。 

・PCはご自身のPCをお持ちください。 

・接続端子はHDMI［（タイプAコネクタ）］となります。必要なコネクタを各自で御

準備ください。 

・会場での印刷および、会場への資料の送付はお引き受けいたしかねますので、ご了

承ください。 
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【会場へのアクセス】 

住所：〒101-8308 東京都千代田区神田駿河台3-1-2 日本大学理工学部タワースコラ 

   JR中央・総武線「御茶ノ水」駅 「聖橋口」改札、下車徒歩3分、 

東京メトロ千代田線「新御茶ノ水」駅 下車徒歩3分 

東京メトロ丸ノ内線「御茶ノ水」駅 下車徒歩5分 

 【キャンパスマップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本大学理工学部ウェブサイト： 

アクセス・駿河台キャンパス https://www.cst.nihon-u.ac.jp/campus/surugadai/ 

会場 

タワースコラ 
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【会場フロアマップ：タワースコラ】 
 

 《タワースコラ１階》 

 

 

 《タワースコラ3階》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《タワースコラ4階》 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S４０４ 

自由研究発表１ 

総会 

シンポジウム 

S４０２ 

自由研究 

発表２ 

受付 

入

口 

入口 

S306 

自由研究 

発表３ 

購買 

（カフェ） 
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自由研究発表 Ⅰ 

 

10 月 25 日（土）10：00 ～ 12：00  タワースコラS404教室 

 

【司会】湯藤 定宗（玉川大学）・長嶺 宏作（埼玉大学） 

 

 

10：00 ～ 10：25  

〇寳來  敬章（常葉大学） 

チャータースクールの歴史的・制度的変遷 ―再評価に向けた動向 

 

 

10：25 ～ 10：50  

〇佐々木  司（山口大学） 

「エンリッチメント・ベンダー」から見るチャータースクールに対する規制強化 

 

 

10：50 ～ 11：15 

〇川上  大貴（中央大学大学院法学研究科・大学院生）  

アメリカの私立学校制度の現状 ―設置認可制度を中心に― 

 

 

11：15 ～ 11：40 

〇川村  真理（文部科学省科学技術・学術政策研究所） 

第2次トランプ政権における高等教育政策 

 

 

 

11：40～12：00 

全体討議 
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自由研究発表 Ⅱ 

10 月 25 日（土）10：00 ～ 12：20  タワースコラS402教室 

【司会】松下 晴彦（花園大学）・澤田 稔（上智大学） 

10：00 ～ 10：25 

〇清水  広平（北海道大学・大学院） 

社会正義を志向する教師教育におけるCritical Professional Developmentの理論的検討 

―批判的教育学の見地から― 

10：25 ～ 10：50  　➡発表取り消し 

〇渡部  裕哉（東京大学大学院・大学院生） 

アイラ・ショアの批判的リテラシー論におけるデューイの⺠主主義教育論の影響

10：50 ～ 11：15 

〇眞所  佳代（横浜商業高等学校） 

米国における「生徒の声」研究 

11：15 ～ 11：40 

〇木原  友紀（東京大学・大学院生） 

米国国立科学財団の女性研究者支援 ―歴史と政策論理に着目して― 

11：40 ～ 12：05 

○岡本  洋之（兵庫大学）

「日本人はモンゴリアンでない」という論の再発の陰には、白人有識者の支援があっ

たのではないか─1893年にサンフランシスコ市が日本人学童隔離を断念するまで─

12：05～12：20 

全体討議 
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自由研究発表 Ⅲ 

 

10 月 25 日（土）10：00 ～ 12：00  タワースコラS306教室 

 

【司会】片山 紀子（京都教育大学）・倉本 哲男（静岡芸術大学） 

 

 

10：00 ～ 10：25  

〇池田  美穂（千葉大学大学院・大学院生）  

ファーストジェネレーション学生に対する支援の現状と課題 

ワシントン大学タコマキャンパスの事例から 

 

 

10：25 ～ 10：50  

〇西  徳宏（宝塚大学）  

トランプ政権の誕生は移民の子どもたちの学びに何をもたらしたか 

―カリフォルニア州における移民集住地域の小学校の事例から 

 

 

10：50 ～ 11：15 

〇市川  享子（東海大学）  

アメリカにおけるサービス・ラーニングの歴史に関する研究 

―1970年から1990年代までの分析 

 

 

11：15 ～ 11：40 

〇三村 隆男（早稲田大学） 

ASCA国家モデル第5版と生徒指導提要（改訂版） 

 

 

11：40～12：00 

全体討議



10  

アメリカ教育学会第37回大会 公開シンポジウム 

 

会場：日本大学理工学部 タワースコラ S404 教室 

日時：2025年10月25日（土）14時15分から16時45分 

 

米国における教師をめぐる問題とインターセクショナリティ 

－教師の多様性・女性管理職・教員養成に着目して－ 

 

【趣旨】 

本シンポジウムでは、教師・女性管理職・教員志願者に着目して、インターセクショナ

リティの視点から、米国の教師をめぐる課題や状況について考えてみたい。インターセク

ショナリティは「交差性」を表わし、アメリカのブラック・フェミニズムの流れのなかで

生まれた概念である。新しい概念ではないが、人種・エスニシティ・ジェンダー・セクシ

ュアリティ・階級、年齢などのさまざまな領域が、相互に関連し、交差する権力関係がど

のように影響を及ぼすのかについて分析するための概念として着目されている。 

今回、教師の多様性、女性管理職のリーダーシップ、教員志願者支援について、それぞ

れの課題を検討しつつ、インターセクショナリティという視点で考えてみたい。米国の教

師や学校管理職や教員志願者支援について検討することで、日本の教員の課題についても

議論が広がればと考えている。 

 

 

報告者 

 太田 知実（明治大学）：教員志願者支援の視点から 

 

八尾坂 修（玉川大学・九州大学名誉教授） 

：米国の女性管理職研究とリーダーシップの視点から 

 

黒田 友紀（日本大学）：米国の教師の多様性と不均衡の視点から 

 

 

指定討論者 

 星野 真澄（明治学院大学） 

 

 

司 会 

木場 裕紀（東京電機大学） 
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